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― 編集後記 ― 

　2000 年に全ヒトゲノム解析が終了してから，あれよという間に医療現場では遺伝子検査が診断・治

療をする上で欠かせない診療情報となりました．本雑誌で紹介される症例でもコンパニオン診断や遺

伝性腫瘍に関するものが増えてきました．この徴候は癌診療にとどまらず生活習慣病や健康診断，発

症予防など広い医療分野に広がろうとしています．遺伝子損傷による臓器横断的な疾患群として診断・

治療のアルゴリズムがかわりつつあり，今後も更なるマインドシフトを迫られそうです．

　確実に言えるのは，ますます個々の診療科だけの努力では立ち行かず，診療科を越えての連携が絶

対的に必要だということです．これまで以上にコミュニケーションを取りながら診療を進めてまいり

ましょう！

（R.M）
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